
102023
No. 211112023

No. 212

公式ＬＩＮＥ
友だち募集中

高齢者支援課から　各種事業などのご紹介…2　健康だより…４　高齢者支援課から　各種事業などのご紹介…2　健康だより…４　固定資産税…5　11月は｢動物による危害防止対固定資産税…5　11月は｢動物による危害防止対
策強化月間｣…5　策強化月間｣…5　南房総市の民話…5　南房総市の民話…5　万一の地震に備えてブロック塀の点検を行いましょう…６　万一の地震に備えてブロック塀の点検を行いましょう…６　防災ワンポイ防災ワンポイ
ント…7　今月の表紙ント…7　今月の表紙…7…7　　黒潮シニアが演芸大会・作品展を開催…8　あれこれ南房総…９　今月の掲示板…10　黒潮シニアが演芸大会・作品展を開催…8　あれこれ南房総…９　今月の掲示板…10　
めっけたぁ‼おらがの文化財…12めっけたぁ‼おらがの文化財…12



2 2023年11月号

各
地
域
セ
ン
タ
ー
な
ら
び
に
高
齢
者
相

談
セ
ン
タ
ー
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
に
申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い（
随
時
受
付
し
て
い

ま
す
）。

す
で
に
カ
プ
セ
ル
を
設
置
し
て
い
る
人

　

情
報
シ
ー
ト
の
内
容
を
定
期
的
に

確
認
し
、
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
訂

正
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
新
し
い
情
報
シ
ー
ト
を
希
望
す
る
場

合
は
、
高
齢
者
支
援
課
、
市
民
課
、

朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
地
域
セ

ン
タ
ー
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
な
ど
が
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
食
生
活
の
改
善
と

救
急
医
療
情
報
カ
プ
セ
ル
と
は

　

主
治
医･

内
服
状
況･

既
往
歴･

現
病

歴
な
ど
の
医
療
情
報
や
緊
急
連
絡
先

を
記
載
し
た
用
紙
を
専
用
の
容
器（
カ

プ
セ
ル
）に
入
れ
て
、
冷
蔵
庫
に
保
管

し
て
お
き
、
万
が
一
の
事
態
に
備
え
る

も
の
で
す（
１
世
帯
に
つ
き
１
本
の
設

置
で
す
）。

　
冷
蔵
庫
に
保
管
さ
れ
た
カ
プ
セ
ル
の

情
報
が
あ
れ
ば
、
救
急
時
の
情
報
収

集
が
短
縮
さ
れ
、
救
急
活
動
を
迅
速

に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

緊
急
連
絡
先
や
医
療
に
関
す
る
情

報
を
平
時
か
ら
ま
と
め
て
お
く
こ
と

は
、
ご
自
身
の
健
康
管
理
を
見
直
す

き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。

配
布
対
象

・ 

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
、
高
齢

者
の
み
の
世
帯
、
ま
た
は
日
中
高
齢

者
の
み
の
世
帯
の
人

・ 

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
の
み

の
世
帯

料　
金
／
無
料

　
希
望
す
る
人
は
、
高
齢
者
支
援
課
、

市
民
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

救
急
医
療
情
報
カ
プ
セ
ル

配
布
事
業

高
齢
者
な
ど
の

「
食
」の
自
立
支
援
事
業

緊
急
通
報
装
置
の
貸
出
し

高齢者支援課から高齢者支援課から
各種事業などのご紹介各種事業などのご紹介 　高齢者支援課

	 ☎３６－１１５２

救急医療情報カプセル

健
康
増
進
を
図
る
と
と
も
に
安
否
確

認
を
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

対　
象　

①�

65
歳
以
上
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯

②�

身
体
障
害
者
手
帳
の
１
・
２
級
ま
た

は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

１
級
所
持
者
の
み
の
世
帯

①･

②
で
日
常
の
食
生
活
に
お
い
て
支

援
が
必
要
な
人

費
用（
１
食
あ
た
り
）

前
年
度
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯　

／
３
０
０
円

前
年
度
市
町
村
民
税
課
税
世
帯

／
５
０
０
円

　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
の
緊

急
時
に
備
え
る
た
め
、
緊
急
通
報
装

置
を
貸
し
出
し
ま
す
。

　

機
器
は
固
定
型
と
携
帯
電
話
型
の

２
種
類
が
あ
り
、
使
い
方
に
よ
っ
て
選

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対　
象
／
通
報
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
が

で
き
、
か
つ
電
話
で
の
受
け
答
え
が
で

き
る
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

①
65
歳
以
上
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人

②�

要
介
護
４
ま
た
は
５
と
認
定
さ
れ
た
人

③�

ひ
と
り
暮
ら
し
で
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
ま
た
は
２
級
の
人

費　
用（
１
か
月
あ
た
り
）

被
保
護
世
帯
／
０
円

前
年
度
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯　

／
３
０
０
円

前
年
度
市
町
村
民
税
課
税
世
帯

／
１
，
５
０
０
円

前
年
度
市
町
村
民
税
課
税
世
帯
で
固

定
型
を
希
望
す
る
場
合
は
、
設
置
料

６
，
３
０
０
円

〈固定型〉受信機本体

ペンダント型 送信機

〈携帯電話型〉
本体



32023年11月号

　
認
知
症･

知
的
障
が
い･

精
神
障
が
い
な
ど

に
よ
っ
て
判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
は
、
財

産
管
理
や
契
約
行
為
を
す
る
こ
と
が
難
し
い

場
合
や
、
正
し
い
判
断
が
で
き
ず
に
不
利
益

な
契
約
を
結
ん
で
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

　

成
年
後
見
制
度
は
、
成
年
後
見
人
な
ど

が
財
産
の
管
理
や
契
約
行
為
、
書
類
の
確
認

な
ど
を
お
手
伝
い
し
た
り
、
生
活
状
況
を
確

認
し
た
り
し
な
が
ら
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

成
年
後
見
制
度
に
は
、
判
断
能
力
が
不

十
分
に
な
っ
た
時
に
備
え
る「
任
意
後
見
制

度
」と
、
す
で
に
判
断
能
力
が
不
十
分
な
場

合
に
利
用
す
る「
法
定
後
見
制
度
」が
あ
り
ま

す
。

　
「
法
定
後
見
制
度
」は
、
本
人
の
判
断
能
力

の
程
度
に
よ
り
３
つ
の
類
型
に
分
類
さ
れ
、

成
年
後
見
人
な
ど
に
与
え
ら
れ
る
権
限
や
職

務
の
範
囲
が
異
な
り
ま
す
。

　
安
房
地
域
権
利
擁
護
推
進
セ
ン
タ
ー

で
は
、
成
年
後
見
制
度
や
日
常
生
活
自

立
支
援
事
業
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
認

知
症
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
な

ど
に
よ
り
意
思
決
定
が
困
難
で
あ
っ
て

も
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
方
法
は
、
①
電
話
相
談
、
②
面

談
に
よ
る
相
談（
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
）、
③
巡
回
相
談（
要
事
前
予
約
）

が
あ
り
ま
す
。
巡
回
相
談
は
、
第
４
木

曜
日（
祝
日
の
場
合
は
変
更
あ
り
）に
市

役
所
三
芳
分
庁
舎
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
安
房
地
域
権
利
擁
護
推
進
セ
ン
タ
ー

　
☎
04�

―�

７
０
９
３�

―�
５
０
０
０

　
高
齢
者
支
援
課

　
☎
36�

―�

１
１
５
２

知
っ
て
お
き
た
い

「
成
年
後
見
制
度
」

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　
市
で
は
、
成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
収
入

や
資
産
な
ど
の
状
況
か
ら
、
家
庭
裁
判
所
へ

の
申
立
費
用
や
、
成
年
後
見
人
等
に
対
す
る

安
房
地
域
権
利
擁
護

推
進
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

　
日
本
で
は
、
人
権
デ
ー
を
最
終
日
と

す
る
１
週
間
を「
人
権
週
間
」と
定
め
、

人
権
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
な
お
、
い
じ
め
や
虐
待
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
誹
謗
中
傷
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
者

な
ど
に
対
す
る
差
別
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
機
会
に
、
人
権
に
つ
い
て
改
め

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

12
月
４
日
～
10
日
は

「
人
権
週
間
」で
す

報
酬
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
に
対
し

て
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
情
報
の
入
手
や
手
段
、
理
解
、

金
銭
管
理
な
ど
に
不
安
が
あ
る
人
を
対
象

に
、
本
人
と
の
契
約
に
基
づ
き
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
支
援
や
金
銭
管
理
、
重
要
書
類

の
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　
市
社
会
福
祉
協
議
会

�

☎
29�

―�

３
７
２
９

有料広告有料広告



4 2023年11月号

　保健推進員協議会は、『輝く笑顔は健康から』をスローガンに、食生活や健康づくりについて学び、食などを
通じて食生活の大切さを伝えるだけではなく、様々な活動を通して市民の皆さんの健康を推進するため健康づ
くり活動を行う団体です。現在54人の保健推進員が市から委嘱を受け、自分や家族の健康はもとより、お隣
さんそして地域の皆さんへ健康の輪を広げ生涯を通じた健康づくりの担い手として元気に活躍しています。

　幼児期から食育の普及･啓発や生活習慣病予防を行うために、保育所･幼稚園･子育て支援センターほのぼの
では、おはしの持ち方などを学ぶ『おはしの教室』、小学生には間食の選び方などを学ぶ『ふれあい食育教室』、
中学生には食事量や食事のバランスをチェックし食生活の改善を学ぶ『ヘルスサポーター事業』を実施していま
す。
　また、成人や高齢者へは、みそ汁の塩分測定を行い、減塩などの工夫を紹介し、低栄養予防やロコモ予防
の講話などを行っています。

保健推進員とは

どんな活動をしていますか？

はつらつ健康教室（５回コース）参加者募集　事前申込制

健康推進課健康推進課 36-115436-1154

～輝く笑顔は健康から～～輝く笑顔は健康から～
健康の輪を広げる　保健推進員の活動健康の輪を広げる　保健推進員の活動

　生活習慣病を予防し、健康で元気に過
ごすための食生活や運動について学ぶ「は
つらつ健康教室」を開催します。調理や運
動の実践もしながら楽しく身につき、自分
の健康や家族の健康に役立つ教室です。
　なお、この教室を修了された人は保健
推進員としても活動できます。
（参加できる回のみの参加も可能です。）
ところ／三芳保健福祉センター
対象者／市内在住の人
持ち物／筆記用具、エプロン、三角巾
参加費／調理実習時1回300円
申込期限／ 11月15日（水）

おはしの教室 夏休み小学生クッキング教室 シニアを対象とした教室

  と　き 内　容

1 11月22日（水）
10:00 ～ 14:00

開校式
講話:市民の健康状況と生活習慣病予
防について/食中毒の予防について
調理実習:生活習慣病予防の食事

2 11月28日（火）
13:30 ～ 15:30

講話:女性の健康づくりについて
～自分らしく�輝く明日のために～

3 12月15日（金）
10:00 ～ 14:00

講話:食事バランスガイドについて
運動実技:かんたん運動
調理実習:薄味を心がける食事

4 1月29日（月）
10:00 ～ 14:00

講話:成長期の食事について
調理実習:学童期の食事

5 2月13日（火）
10:00 ～ 14:30

講話:高齢期の食事について/保健推
進員協議会の活動について
調理実習:高齢期の低栄養を防ぐ食事
閉校式
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旧
八や
つ
か束
小
学
校
の
西
側
の
道
路
を
北
方
に
向
か
っ
て
歩
く
と
、

深ふ
か
な名
の
マ
セ
グ
チ
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
左
手
に
墓ぼ

ち地

が
あ
り
ま
す
。

　
海か
い
ば
つ抜
十
七
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
地
で
す
が
、
そ
の
辺
は
太た
い
こ古

の
昔
、
海
だ
っ
た
の
で
す
。

　
現
在
の
地
形
か
ら
で
は
考
え
ら
れ
な
い
話
で
す
が
、
大
き
な

堀
に
な
っ
て
い
る
所
や
、
普
通
の
平
ら
な
地
面
を
掘
り
ま
す
と
、

そ
の
証
拠
が
現
れ
る
の
で
す
。

　
昔
の
話
で
す
が
、
昭
和
二
十
四（
一
九
四
六
）年
、
筆
者
の
私

が
青
年
の
頃
、
四よ
ん
え
い
ちＨク
ラ
ブ（
農
村
青
少
年
ク
ラ
ブ
）と
呼
ぶ
団

体
に
属
し
て
い
た
時
、
そ
の
ク
ラ
ブ
が
活
動
資
金
を
得
る
た
め
、

水
田
に
変
え
よ
う
と
、
大
き
な
堀
に
な
っ
て
い
る
地
面
を
平
ら

に
す
る
作
業
を
し
て
い
ま
す
と
、
驚
い
た
こ
と
に
、
そ
こ
が
太

古
の
昔
は
海
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
す
。

　
そ
こ
に
は
、
な
ぜ
か
海
砂
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ア
サ
リ

の
貝
が
ら
が
一
面
に
現
れ
た
か
ら
で
す
。

　
そ
の
数
は
何
万
個
か
数
え
き
れ
な
い

ほ
ど
で
し
た
が
、
不
思
議
な
の
は
、
全

て
の
貝
が
口
を
閉
じ
た
ま
ま
だ
っ
た
こ

と
で
し
た
。
突
然
、
大
地
震
が
起
き
て
、

海
岸
が
隆り

ゅ
う
き起
し
、
逃
げ
る
暇
が
な
か
っ

た
か
ら
で
は
な
い
か
と
、
作
業
中
の
皆

が
思
い
ま
し
た
。

「あさりの化
かせき
石」

第 210話
生
いくいな
稲謹
きん
爾
じ

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日（
賦
課

期
日
）に
固
定
資
産（
土
地・
家
屋・
償
却

資
産
）を
所
有
し
て
い
る
人
に
納
め
て
い

た
だ
く
税
金
で
す

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
…

　
令
和
５
年
中
に
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
速

や
か
に｢

家
屋
滅
失
届
出
書｣
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

(

年
内
に
法
務
局
で
滅
失
登
記
を
す
る
場
合
を
除
く)

。

●
届
出
に
必
要
な
も
の

　
家
屋
滅
失
届
出
書

未
登
記
家
屋
の
所
有
者
を
変
更
す
る
場
合
…

　
令
和
５
年
中
に
相
続
、
売
買
、
贈
与
な
ど
で
未
登

記
家
屋
の
所
有
者
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に｢

家
屋（
未
登
記
）所
有
者
変
更
申
告
書｣

を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
届
出
に
必
要
な
も
の

　
家
屋(

未
登
記)

所
有
者
変
更
申
告
書

家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
し
た
場
合
…

　
令
和
５
年
中
に
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
し
た
場

合
は
、
12
月
中
に
市
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
令
和
４
年
以
前
に
取
り
壊
し
、
所
有
者
変
更
、
新
築

ま
た
は
増
築
し
た
家
屋
で
未
届
け
の
も
の
も
同
様
で
す
。

各
種
申
請
書
の
取
得
方
法

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ

か
、
税
務
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
地
域

セ
ン
タ
ー
窓
口
で
配
付
し
ま
す
。

提
出
先

　
税
務
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
地
域
セ

ン
タ
ー

　
税
務
課　
☎
33�

―�

１
０
２
３

11
月
は

　

｢

動
物
に
よ
る
危
害
防
止
対
策
強
化
月
間｣

●	

人
が
犬
に
か
ま
れ
る
事
故
が
、
令
和
４
年
度
は
県
内
で

１
７
７
件
発
生
し
ま
し
た

・
飼
い
犬
が
人
を
か
ん
だ
時
は
保
健
所
へ
届
け
出
し
、
か
ん
だ

犬
が
狂
犬
病
の
疑
い
が
な
い
か
ど
う
か
獣
医
師
の
検
診
を
受
け

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
犬
を
飼
う
場
合
に
は
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
な
し
つ
け
、

飼
い
方
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
門
や
玄
関
か
ら
飛

び
出
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
公
園
な
ど
も
含
め
、
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

散
歩
は
犬
を
制
御
で
き
る
人
が
、
短
い
引
き
綱
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

●	

狂
犬
病
は
人
に
も
う
つ
り
、
発
症
す
る
と
ほ
ぼ
１
０
０
％

死
亡
す
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す

　
家
族
や
愛
犬
を
守
る
た
め
に
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
接
種

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

犬
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
接
種
は
、
法
律
に
定

め
ら
れ
た
飼
い
主
の
義
務
で
す
。

●	

猫
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
糞
尿
や
鳴
き
声
に
よ
る

被
害
を
防
止
で
き
、
感
染
症
等
の
危
険
か
ら
猫
や
人
を

守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
安
房
保
健
所（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
　
☎
22�

―�

４
５
１
１

　
　
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
４
７
６�

―�

93�

―�

５
７
１
１

　
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
犬
の
正
し
い
飼
い
方・
し

つ
け
方
教
室
」を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
の

授
業
や
地
元
の
勉
強
会
な
ど
に
講
師
を
派
遣
し
て
、
動
物
愛
護
、

犬・
猫
の
正
し
い
飼
い
方
、
犬
の
し
つ
け
方
お
よ
び
動
物
由
来
感

染
症
な
ど
に
関
す
る
講
演
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
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居
住
用
延
床
面
積（
㎡
）×
千
円
×
２
／
３

（
上
限
８
万
円
）

木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
補
助
金

　

地
震
時
に
お
け
る
木
造
住
宅
の
安
全
性
を

高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
耐
震
改
修
の
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
住
宅

・ 

平
成
12
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た

在
来
軸
組
構
法
の
木
造
住
宅

・ 

市
の
木
造
住
宅
耐
震
診
断
費
補
助
事
業
に

お
け
る
診
断
結
果
で
、
倒
壊
の
危
険
性
が

認
め
ら
れ
た
住
宅

●
耐
震
改
修
工
事

・ 

市
内
建
設
業
者
ま
た
は
対
象
住
宅
の
建
築

業
者
に
よ
る
工
事
で
あ
る
こ
と

・ 

木
造
住
宅
耐
震
診
断
費
補
助
事
業
に
お
け

る
耐
震
診
断
を
実
施
し
た
木
造
住
宅
耐
震

診
断
士
が
工
事
の
設
計
お
よ
び
監
理
を
行

う
工
事
で
あ
る
こ
と

●
対
象
者

　

対
象
住
宅
を
所
有
し
、
そ
の
住
宅
に
居
住

し
て
い
る
市
民

●
補
助
額

　
耐
震
改
修
工
事
費

×
23
／
１
０
０（
上
限

50
万
円
）

■
壁
は
健
全
か

・
壁
に
傾
き
、
ひ
び
割
れ
は
な
い
か

　
専
門
家
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

■
塀
に
鉄
筋
は
入
っ
て
い
る
か

・ 

塀
の
中
に
直
径
９
㎜
以
上
の
鉄
筋
が
、
縦
横

と
も
80
㎝
間
隔
以
下
で
配
筋
さ
れ
て
お
り
、

縦
筋
は
壁
頂
部
お
よ
び
基
礎
の
横
筋
に
、

横
筋
は
縦
筋
に
そ
れ
ぞ
れ
か
ぎ
掛
け
さ
れ
て

い
る
か

・ 

基
礎
の
根
入
れ
深
さ
は
30
㎝
以
上
か（
塀
の

高
さ
が
１
．
２
ｍ
超
の
場
合
）

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
維
持
管
理
を
し
っ
か
り

行
う
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
費
補
助
金

　

避
難
経
路
の
確
保
を
図
る
た
め
、
地
震
な

ど
で
倒
壊
す
る
危
険
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

の
撤
去
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

・ 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
、
石
造
、
れ
ん

が
造
な
ど
の
組
積
造
の
塀

・ 

道
路
に
面
し
て
い
る
こ
と

・ 

道
路
か
ら
の
高
さ
が
１
．
２
ｍ
を
超
え
て
い

る
こ
と

・ 

市
職
員
の
事
前
調
査
で
倒
壊
の
危
険
性
が

認
め
ら
れ
た
塀
で
あ
る
こ
と

・ 

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
全
部
を
撤
去
す
る
こ
と

ま
た
は
一
部
を
撤
去
し
て
道
路
か
ら
の
高
さ

を
０
．
８
ｍ
以
下
に
す
る
こ
と

●
対
象
者

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
所
有
ま
た
は
管
理
す
る

市
民（
個
人
の
み
）

●
補
助
額

Ⓐ
撤
去
面
積（
㎡
）×
１
万
円

Ⓑ
撤
去
に
要
す
る
経
費

Ⓐ�

ま
た
は
Ⓑ
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
の
１
／
２

（
上
限
10
万
円
）

木
造
住
宅
耐
震
診
断
費
補
助
金

　

地
震
時
に
お
け
る
木
造
住
宅
の
安
全
性
を

確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
耐
震
診
断
の
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
住
宅

　

平
成
12
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た

在
来
軸
組
構
法
の
木
造
住
宅

●
対
象
者

・ 

対
象
住
宅
を
所
有
し
、
そ
の
住
宅
に
居
住

し
て
い
る
市
民

・ 

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
に
よ
る
耐
震
診
断

を
受
け
る
者

●
補
助
額

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う

　

大
き
な
地
震
に
お
い
て
、
老
朽
化
し
た
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
倒
壊
に
よ
り
被
害
に
あ
う
人

が
い
ま
す
。
ま
た
、
倒
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
道

路
を
ふ
さ
い
で
、
避
難
や
救
助･
消
防
活
動
の

妨
げ
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
所
有
者
の

責
務
で
す
。

　
地
震
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
倒
壊
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
、
ご
自
分
で

ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

　
次
の
項
目
を
点
検
し
、
ひ
と
つ
で
も
不
適
合

が
あ
れ
ば
危
険
な
の
で
専
門
家
に
相
談
す
る
な

ど
改
善
し
ま
し
ょ
う
。

■
塀
は
高
す
ぎ
な
い
か

・
塀
の
高
さ
は
地
盤
か
ら
２
．
２
ｍ
以
下
か

■
塀
の
厚
さ
は
十
分
か

・ 

塀
の
厚
さ
は
10
㎝
以
上
か（
塀
の
高
さ
が
２

ｍ
超
２
．
２
ｍ
以
下
の
場
合
は
15
㎝
以
上
）

■	

控
え
壁
は
あ
る
か（
塀
の
高
さ
が
１
．
２
ｍ

超
の
場
合
）

・ 

塀
の
長
さ
３
．
４
ｍ
以
下
ご
と
に
、
塀
の
高
さ

の
１
／
５
以
上
突
出
し
た
控
え
壁
が
あ
る
か

■
基
礎
が
あ
る
か

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎
が
あ
る
か

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
ポ
イ
ン
ト

万
一
の
地
震
に
備
え
て

　
建
設
課

	

☎
33	

―	

１
１
０
１
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津波とは？
　海底で起きた地震が原因で、海水が陸地に押し寄せてきてできる波のことです。津波が海岸
を上っていくときに、数十ｍの高さまでかけのぼることもあります。東日本大震災では、津波が
陸地をかけのぼった高さとして岩手県宮古市で４０．５ｍを記録しました。
津波から命を守るには…
　津波から身を守るには「逃げる」しかありません。自分の命を守るため早めに避難しましょう。
津波は繰り返し来襲するので、警報・注意報が解除されるまでは絶対に海岸に近づかないように
しましょう。
津波に関する警報･注意報
　大津波警報･津波警報･津波注意報は、東日本大震災の教訓を踏まえて、マグニチュード８を
超える巨大地震の場合は、その海域における最大級の津波を想定して、大津波警報や津波注意
報を発表します。
　最初の津波警報では、予想される津波の高さを数値で示さず、「巨大」「高い」という言葉で発表
して避難を促すことに重点を置いています。津波の予想高は第２報以降で公表します。

防災ワンポイント

津波の危険から身を守りましょう

今月の表紙
平群のまち(へぐりんまち)	５年ぶりに開催

　令和元年房総半島台風やコロナ禍の影響で、取り
やめていた平群のまち(へぐりんまち)を５年ぶりに開
催し、今回は各地区から計６基の担ぎ屋台が旧平群
小学校に集結しました。
　〝担いで″〝走って″旧平群小学校グラウンドに入
る姿は見物人を大いに沸かせ、６基の担ぎ屋台が並
ぶ姿はとても壮観でした。 今年は６基の担ぎ屋台が並び、多くの見物人が

旧平群小学校グラウンドに集まりました。
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南
房
総
市
黒
潮
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ（
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
）は
、
令
和
５
年
９
月
21
日

（
木
）に
南
総
文
化
ホ
ー
ル
で
敬
老
演
芸
大

会
と
高
齢
者
名
作
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
各
地
区
の
単
位
ク
ラ
ブ
か
ら
多
く
の
高
齢

者
が
参
加
し
、
楽
器
演
奏
、
合
唱
、
舞
踊
な

ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
観
覧
席
か
ら
は
、

手
拍
子
や
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

演
芸
大
会
で
は
、
ク
ラ
ブ
会
員
に
よ
り
、

楽
器
演
奏
、
合
唱
、
舞
踊
な
ど
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
観
覧
席
か
ら
は
、
手
拍
子
や
声
援

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
黒
潮
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は
、
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
60
歳
以
上
の
人
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

ク
ラ
ブ
に
参
加
す
る
と
・
・
・

●
友
だ
ち
が
増
え
ま
す

●
新
し
い
世
界
が
広
が
り
ま
す

●
知
識
や
経
験
を
活
か
す
場
が
あ
り
ま
す

　
興
味
の
あ
る
人
は
、
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

事
務
局
連
絡
先

　

�

南
房
総
市
黒
潮
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
社
会
福
祉
法
人
南
房
総
市
社
会
福

祉
協
議
会
内
）

　
☎
29�

―�

３
７
２
９

住
所

　
南
房
総
市
谷
向
１
０
９
番
地
１

　
三
芳
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

黒
潮
シ
ニ
ア
が
演
芸
大
会
・
作
品
展
を
開
催

敬
老
演
芸
大
会

　
黒
潮
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
　
☎
29	

―	

３
７
２
９

中三原老人クラブによる竹太鼓の演奏

白浜地区・下沢老人クラブによる舞踊

バッグやレース編み

さまざまな写真や絵画

甲冑や書

千倉地区・南千倉老人クラブ南寿会
による合唱

　

ま
た
、
同
時
開
催
さ
れ
た
高
齢
者
名
作

展
で
は
、
服
飾
や
ア
ー
ト
、
写
真
や
甲
冑
な

ど
、
ク
ラ
ブ
会
員
が
制
作
し
た
様
々
な
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
名
作
展

あ
な
た
も
ク
ラ
ブ
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
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９
月
30
日（
土
）に
、
乳
牛
の
体
格
な
ど
を

競
う「
第
21
回
安
房
郡
市
乳
牛
共
進
会
」が
Ｊ

Ａ
安
房
本
店
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
共
進
会
は
、
安
房
地
域
の
酪
農
の
活
性

化
を
目
的
と
し
、
第
69
回
千
葉
県
乳
牛
共
進

会
の
予
選
を
兼
ね
る
も
の
で
す
。
市
か
ら
は
、

朝
夷
地
区
の
７
農
家
１
校
か
ら
計
20
頭
が
出

品
さ
れ
、
水
野
圭
一
さ
ん
の
第
９
部
出
品
牛

が
経
産
の
部
名
誉
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
各
部
で
代
表
に
選
出
さ
れ
た
人
は
次
の
と

お
り
で
、
10
月
24
日（
火
）に
千
葉
家
畜
市
場

で
行
わ
れ
た
第
69
回
千
葉
県
乳
牛
共
進
会
で

安
房
拓
心
高
等
学
校（
第
３
部
・
第
４
部
）と

水
野
圭
一
さ
ん（
第
９
部
）が
関
東
地
区
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
共
進
会
の
代
表
に
選
定
さ
れ
ま
し

た
。
関
東
地
区
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
は
11

月
15
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
同
会
場
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

第
１
部　
安
房
拓
心
高
等
学
校（
２
席･

和
田
）

第
２
部　
（
同
）フ
ァ
ー
ム
イ
ケ
ダ（
２
席･

和
田
）

	

水
野
圭
一
さ
ん（
３
席･

和
田
）

第
３
部　
安
房
拓
心
高
等
学
校（
１
席･

和
田
）

第
４
部　
安
房
拓
心
高
等
学
校（
１
席･

和
田
）

	

水
野
圭
一
さ
ん（
２
席･

和
田
）

第
５
部　
安
房
拓
心
高
等
学
校（
１
席･

和
田
）

　
市
で
は
、「
終
活
に
係
る
業
務
の
支
援
に
関

す
る
協
定
書
」を
株
式
会
社
鎌
倉
新
書
と
締

結
し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
４
月
よ
り
、
同
社
の
協
力
を
得

て
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
発
行
し
ま
し

た
。
当
初
１
，
０
０
０
部
を
作
成
し
ま
し
た

が
、
反
響
が
大
き
く
、
当
初
の
分
は
ほ
ぼ
配

付
を
終
え
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
終
活

へ
の
関
心
の
高
さ
を
受
け
、
同
社
と
の
協
定

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
包
括
的
な
支
援
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
県
内
で
は
６
例

目
、
県
南
で
は
初
と
な
り
ま
す
。

　
協
定
を
締
結
し
た
こ
と
に
よ
り
、
次
の
よ

う
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。

水
野
圭
一
さ
ん（
和
田
）が

名
誉
賞
を
受
賞

終
活
に
係
る

包
括
的
な
支
援
協
定
を
締
結

第
６
部　
安
房
拓
心
高
等
学
校（
３
席･

和
田
）

第
７
部　
石
井
智
規
さ
ん（
１
席･

和
田)

	

水
野
圭
一
さ
ん（
２
席･

和
田)　

第
９
部　
水
野
圭
一
さ
ん（
１
席･

和
田)

経産の部名誉賞の水野圭一さん

真田英夫さん

　

行
政
相
談
委
員
の
真
田
英
夫
さ
ん
は
、

10
月
18
日
、
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

真
田
さ
ん
は
、
平
成
21
年
４
月
に
、
総

務
大
臣
か
ら
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ

て
以
降
、
現
在
ま
で
、
14
年
６
か
月
の
間

（
10
月
１
日
現
在
）、
行
政
相
談
委
員
活
動

に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
行
政
相
談

委
員
と
し
て
の
業
績
が
特
に
顕
著
で
他
の
模

範
と
す
る
に
足
り
る
人
と
認
め
ら
れ
、
こ
の

度
、
表
彰
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
真
田
英
夫
さ
ん
は
、
今
後
も
、
行
政
相
談

委
員
と
し
て
、
国
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
地

域
の
皆
さ
ん
か
ら
苦
情
や
意
見･

要
望
を
お

聞
き
す
る
た
め
に
、
定
例
相
談
所
を
開
設
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

12
月
の
相
談
日

　
11
日（
月
）　
13
時
30
分
～
16
時

　
　
　
　
　
　
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー

　
25
日（
月
）　
13
時
30
分
～
16
時

　
　
　
　
　
　
と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

◆	

終
活
専
門
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル「
い
い
終
活

相
談
室
」の
利
用

　
☎
０
１
２
０�

―�

９
９
２�

―�

３
１
６

　
平
日
9
時
～
17
時

　

電
話
を
か
け
た
際
は
、
市
民
で
あ
る
こ

と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

◆
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
作
成（
増
刷
）

　
す
で
に
増
刷
し
た
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

を
配
布
し
て
い
ま
す
。

◆	

終
活
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
の
支

援
　

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
際
の
講
師
の
派

遣
な
ど
支
援
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
派
遣

を
希
望
さ
れ
る
団
体
な
ど
は
、
高
齢
者
支

援
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
協
定
締
結
し
た
こ
と
を
受
け
、

株
式
会
社
鎌
倉
新
書
よ
り「
65
歳
か
ら
始
め

る　
私
と
家
族
の
終
活
べ
ん
り
帳
」の
冊
子

を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
冊
子

で
は
、
実
際
に
終
活
を
す
る
う
え
で
よ
く
あ

る
質
問
や
、
お
さ
え
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
が
ま

と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
を
書
く
際
の
手
助
け
と
し
て
も
活
用
で

き
ま
す
。

●	
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
お
よ
び
終
活
べ

ん
り
帳
の
配
付
場
所

　

�

高
齢
者
支
援
課（
三
芳
分
庁
）、
市
民
課
、

朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
地
域
セ

ン
タ
ー
、
市
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
、

市
社
会
福
祉
協
議
会

　
高
齢
者
支
援
課　
☎
36�
―�

１
１
５
２
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　年金記録や将来の年金受給見込額を確認し、未
来の生活設計について考えてみませんか。
　「ねんきんネット」をご利用いただくと、いつでも
ご自身の年金記録を確認できるほか、将来の年金受
給見込額について、ご自身の年金記録を基にさまざ
まなパターンの試算をすることもできます。
　「ねんきんネット」については、日本年金機構の
ホームページでご確認いただくか、木更津年金事務
所にお問い合わせください。
　木更津年金事務所

� ☎０４３８－２３－７６１６

白浜、千倉、丸山、和田地区の皆さんへ
し尿汲み取りの申込み先が変わります

1
いい
1月3

みらい
0日は「年金の日」

150	周年記念地域行事を紹介

　令和６年１月から、し尿処理を行う施設が千倉衛
生センターから「南房総市水処理センター」に変わり
ます。そのため、白浜、千倉、丸山、和田地区の皆
さんの、し尿汲み取り申し込み先が変更になります。
　なお、富浦、富山、三芳地区の皆さんは変更あり
ませんので、引き続き鋸南地区環境衛生組合へお申
し込みください。

　環境保全課　☎３３－１０５３

　誕生150�周年を記念して、年間を通じて、各地域
の特色を生かしたイベントを開催しています。
（仮）内房総バスツアー
内房総の魅力と芸術にふれる、150周年ならではの
スペシャルなバスツアーを開催します！
と　き／令和６年３月24日（日）～
　　　　令和６年５月12日（日）
　　　　※複数回開催・日程未定
行　程／	内房総（市原市、木更津市、君津市、富津

市、袖ケ浦市）にある観光スポットや「百年
後芸術祭―内房総アートフェス―」のアー
ト展示会場を巡るコース

対象者／県在住者（小学生以下は保護者同伴）
参加費／無料
　君津地域振興事務所企画課

� ☎０４３８－２３―１１１１
　ツアー詳細・応募方法�令和６年２月以降、下記
HP�内でご案内予定です。

掲
示
板

https://www.pref.chiba.lg.jp/kc-
nanbou/event/2023/kenminnohi-
150th.html

有料広告

　安房保健所では、世界エイズデー（12月１日）に
合わせて、「夜間エイズ検査」を実施します。梅毒･ク
ラミジアなどの性感染症も併せて検査が可能です。
と　き／ 12月４日（月）17：00～ 18：00
ところ／安房保健所（安房健康福祉センター）
� �住所：館山市北条１０９３－１
検査内容／	血液検査：HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝

炎、尿検査：クラミジア、淋
りんきん
菌

そのほか
・結果は２週間後に判明します。
・ 保健所で検査を受ける場合は、感染したのではな
いかと思われる日から、３か月以上経過してから
受けてください。

・ 尿検査（クラミジア･淋菌）を受ける場合は、最後の
排尿から１時間以上空けて検査を受けてください。
また、生理中は正しい結果が得られないことがあ
りますので、クラミジア、淋菌の検査を希望され
る人は、日程をご検討ください。

・ 12月の日中検査（９：30～10：30）は12月４日、
18日に行います。
予約申込／平日の９：00～17：00
予約締切／ 12月１日（金）

　 　安房保健所健康生活支援課　
� ☎２２－４５１１

夜間エイズ検査を実施します

新施設名および変更日 電話番号および受付時間
南房総市水処理センター
令和６年１月４日

０４７０－２８－４０８１
８：30～17：15

予約制
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非常に低いです!!非常に低いです!!

　開催します
南房総市産業まつり

第７８回南房駅伝大会を開催

有料広告

掲
示
板 　今年度も各行政区、赤十字奉仕団などをとおし

て、日本赤十字社活動資金を募集したところ、多く
の皆さんにご協力をいただき、９月３０日現在で
６，１３６，１８４円（１０，５５９件）
の温かい善意をお寄せいただきました。心よりお礼
申し上げます。
　皆さんからお寄せいただいた活動資金は、南房総
市地区から日本赤十字社千葉県支部に送金し、医療
事業、献血事業、災害救護活動、地域での奉仕団
活動などの赤十字活動に使われます。
　赤十字活動は、皆さんの温か
いご支援により支えられていま
す。今後もご理解とご協力をお
願い申し上げます。
　社会福祉課☎３６－１１５３

� 日本赤十字社千葉県支部
� ☎０４３－２４１－７５３１

日本赤十字社
活動資金のご協力ありがとうございました

　第１５回南房総市産業まつりを開催します。
　内容は、市内商工業者の出展、農林水産物の展示
即売、友好都市の特産品販売などを企画しています。
　前回の開催から会場を変え、４年ぶりの開催とな
りますので、産業まつりで秋の一日をお楽しみくだ
さい。また、昨年度好評いただいた、南房総市の地
域産品をオンライン販売する「南房総市産業まつり
フェア」も同時開催します。
●産業まつり
と　き／ 11月26日（日）　９：30～15：00
ところ／道の駅ちくら潮風王国
●産業まつりフェア（オンライン販売）
期　間／ 11月１日（水）～12月26日（火）
販売サイト／南房総アンテナショップ
� � 南房総いいもの市場
� � 南房総ＭＹトラベル
　産業まつり実行委員会事務局

� 市朝夷商工会　☎４４－１３３１
� 市内房商工会　☎３３－２２５７

　鴨川市、南房総市、館山市の房州路を選手が走り
ます。ご声援、ご協力をお願いします。
※�申込みが最低遂行チーム（15チーム）に達しなかっ
た場合および大会当日が荒天などの場合、中止に
なる場合があります。
※�鴨川市から館山市の道路（R128号など）信号操作
による交通規制あり。
と　き／ 12月３日（日）９：50～
コース／陸上競技場（鴨川市）～ＪＲ九重駅（館山市）
の３３．２㎞
市内の通過コース／ 10：40～11：40ごろ
鴨川市管内～道の駅和田浦WA・O！～丸山リバーサ
イド駐車場～ JA安房千倉支店�～�九重駅前（ゴール）
※�今大会より、ゴール地点が南総文化ホールから九
重駅に変更になりました。

　住宅用火災警報器は、消防法によりすべての住宅
の寝室や階段に設置が義務付けられています。まだ
設置していない住宅は、設置をお願いします。警報
器はホームセンター、家電量販店などで購入するこ
とができます。
　すでに警報器を設置されている住宅は、定期的に
点検ボタンを押す、点検ひもを引くなど、作動確認
をしましょう。
　設置から10年以上経過している警報器は電池切れ
や本体の劣化により作動しないおそれがあるため、
本体の交換を推奨しています。
　また、安房郡市消防本部では、警報器の設置状況
調査のため住宅に訪問し、設置と維持管理について
呼びかけています。調査にご協力をお願いいたしま
す。
　安房郡市消防本部予防課　☎２２－２２３５

市内の警報器設置率市内の警報器設置率（５月時点）（５月時点）：：4949％％（県平均：78％）（県平均：78％）

住宅用火災警報器を設置しましょう

有料広告

日本赤十字社公式
マスコット･キャラクター

｢ハートラちゃん｣
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広
報
み
な
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ぼ
う
そ
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月
号

令
和
５
年
11
月
９
日
発
行

発
行　
南
房
総
市　
〒
２
９
９
│
２
４
９
２

　
　
　
千
葉
県
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

編
集　
秘
書
広
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０
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０�
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33�
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１
０
０
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０
４
７
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│�
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│�

４
５
９
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※�

広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

へ
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

～南房総市内の文化財を紹介します～　～南房総市内の文化財を紹介します～　 　教育委員会生涯学習課	☎教育委員会生涯学習課	☎46－296346－2963
○○8686

シリーズシリーズ

富津・館山・南房総・鋸南富津・館山・南房総・鋸南
求む！ 土地・建物 売り物件求む！ 土地・建物 売り物件！！

・マナーを守って楽しく見学しましょう。
・ 見学する時は、所有者・管理者の指示に必ず従ってください。

　千倉町大貫にある小松寺は、飛鳥時代の伝説的な修
しゅげんじゃ�
験者・役

えんのおづぬ�
小角（役

えんのぎょうじゃ
行者）が建て

た庵
いおり
をもとに、奈良時代の養

ようろう
老 2年（718）に創建されたと伝わる寺院です。

　現在、本尊の木
もくぞうやくしにょらいりゅうぞう
造薬師如来立像（県指定文化財／秘

ひぶつ
仏）が納められた厨

ず し
子の脇には、

1体の不動明王立像が安置されています。この不動明王立像は、広葉樹材を用いた一
いち

木
ぼくづくり
造となっており、像高が138.5㎝あります。
　像内には、江戸時代にあたる安

あんえい
永 7年（1778）の墨

ぼくしょ
書がありますが、これは修理し

た年とみられており、実際に製作されたのは、像の形状・構造から平安時代中期（10
世紀代）と推測されています。その姿は、平安時代中期の様
式をよく伝える、優れた造形と評価されています。
　また髪型は、側頭部から頭頂部へ束ね上げた髪でリボン状
の髻

もとどり
を結んでから、毛先を辮

べんぱつ
髪（一つ結び）にして顔の左側

特徴的な髪型をした平安時代の不動明王像

　・ 原則非公開
・トイレあり／駐車場あり

公
開

市指定有形文化財（彫刻）市指定有形文化財（彫刻）

所在地／千倉町大貫1057（千倉地区）
所有者／小松寺（真言宗）

不 動 明 王 立 像
ふ どう みょうおうりゅうぞう

へ垂らした形になっています
が、このような髻を結んでい
る不動明王像は少なく、本像
の特徴となっています。頭頂部の髻

不動明王立像


